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6月21日の国内株式市場の下落について
米国の利上げ前倒しは「苦あれば楽あり」か

1/1

2021年6月21日

米国の利上げ前倒しに警戒感強まり大幅安

6月21日の国内株式市場は、日経平均株価が3.29％下落、TOPIX（東証株価指数）が2.42％下落するな

ど大幅安となりました。前週末の米国株式市場はNYダウが1.58％下落するなど比較的大きく下げており、

その影響を受けたとみられます。

前週末の米国株安の主な要因は、セントルイス連銀のブラード総裁が2022年後半の利上げの可能性に言

及したことです。6月15-16日のFOMC（米国連邦公開市場委員会）では、委員の見通しの中央値として

2023年に2回の利上げが示され市場にサプライズをもたらしましたが、それをさらに前倒しするような発

言に市場が敏感に反応したようです。日本株が米国株よりも下落したのは、大幅な変動の際は米国株以上

に日本株が動きやすいという経験則が影響したのではないかと思われます。

株式市場では米国の利上げ前倒しへの警戒感が高まりましたが、米国債券市場をみると政策金利の見通

しを敏感に反映する2年国債利回りが上昇する一方、10年国債利回りは低下しています。これは利上げが

前倒しされた場合、将来のインフレリスクなどが軽減されるとの見方が反映された結果と思われます。利

上げ自体は株式市場にマイナスの面がありますが、前倒しされることによって中長期的かつ安定的な景気

拡大が保たれたり、将来の急激な利上げが回避できたりするのであれば、株式市場にマイナス面ばかりで

はありません。「苦（利上げ）あれば楽あり」の可能性にも留意したいところです。
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（出所）ブルームバーグ

（2021年1月初～2021年6月18日）

米国国債利回りの推移日本の株価指数の推移

（出所）ブルームバーグ

（2021年1月初～2021年6月21日）
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